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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直列に連通連結された複数
のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記湿式ルーツブロワーを通
過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装置の冷却方法であって、
　前記湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内
空間の吐出側もしくは最上流側のケーシング内空間の吐出側に導入することを特徴とする
吸引処理装置の冷却方法。
【請求項２】
　前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出側もしくは前記最上流側
のケーシング内空間の吐出側において、２つのローターとケーシング内面との間に夫々独
立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成される
第一の内部空間に前記冷却水を導入し、他方のローターとケーシング内面との間に形成さ
れる第二の内部空間に外気を導入することを特徴とする請求項１記載の吸引処理装置の冷
却方法。
【請求項３】
　直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直列に連通連結された複数
のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記湿式ルーツブロワーを通
過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装置の冷却方法であって、
　前記湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内
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空間の吸引側もしくは最上流側のケーシング内空間の吸引側に導入し、
　前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは前記最上流側
のケーシング内空間の吸引側において、２つのローターとケーシング内面との間に夫々独
立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成される
第一の内部空間に前記冷却水を導入し、他方のローターとケーシング内面との間に形成さ
れる第二の内部空間に外気を導入することを特徴とする吸引処理装置の冷却方法。
【請求項４】
　２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出側もしくは２段目以降のケ
ーシング内空間の吐出側に外気を導入することを特徴とする請求項１又は２記載の吸引処
理装置の冷却方法。
【請求項５】
　２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは２段目以降のケ
ーシング内空間の吸引側に外気を導入することを特徴とする請求項３記載の吸引処理装置
の冷却方法。
【請求項６】
　直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直列に連通連結された複数
のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記湿式ルーツブロワーを通
過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装置であって、
　前記湿式集塵槽内の水を最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間もしくは最
上流側のケーシング内空間に導入する冷却水導入経路を設けており、
　前記冷却水導入経路が、前記湿式集塵槽内の水を前記最上流側の湿式ルーツブロワーの
ケーシング内空間の吐出側もしくは最上流側のケーシング内空間の吐出側に導入すること
を特徴とする吸引処理装置。
【請求項７】
　前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出側もしくは前記最上流側
のケーシング内空間の吐出側において、２つのローターとケーシング内面との間に夫々独
立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成される
第一の内部空間に前記冷却水導入経路を連通連結し、他方のローターとケーシング内面と
の間に形成される第二の内部空間に外気を導入する外気導入口を設けたことを特徴とする
請求項６記載の吸引処理装置。
【請求項８】
　直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直列に連通連結された複数
のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記湿式ルーツブロワーを通
過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装置であって、
　前記湿式集塵槽内の水を、最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側
もしくは最上流側のケーシング内空間の吸引側に導入する冷却水導入経路を設けており、
　前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは前記最上流側
のケーシング内空間の吸引側において、２つのローターとケーシング内面との間に夫々独
立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成される
第一の内部空間に前記冷却水導入経路を連通連結し、他方のローターとケーシング内面と
の間に形成される第二の内部空間に外気を導入する外気導入口を設けたことを特徴とする
吸引処理装置。
【請求項９】
　２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出側もしくは２段目以降のケ
ーシング内空間の吐出側に外気を導入する外気導入口を設けたことを特徴とする請求項６
又は７記載の吸引処理装置。
【請求項１０】
　２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは２段目以降のケ
ーシング内空間の吸引側に外気を導入する外気導入口を設けたことを特徴とする請求項８
記載の吸引処理装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は吸引処理装置の冷却方法及び吸引処理装置に関し、より詳しくは、多段式ルー
ツブロワーを備えた吸引処理装置の冷却方法及びこの冷却方法を用いる吸引処理装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　汚泥等を吸引回収するために使用される吸引処理車には、車台上に回収タンク内を減圧
状態とするための吸引処理装置が搭載されており、吸引処理装置における真空発生装置と
してはルーツブロワーが広く使用されている。
　ルーツブロワーは単独で用いられることもあるが、高い真空度を得るために、複数台の
ルーツブロワーを直列に連通連結する或いは直列に連通連結された複数のケーシング内空
間を設けることにより、段階的に真空度を上げるように構成した多段式ルーツブロワーが
使用されることが多い。
【０００３】
　ところで、ルーツブロワーは長時間継続して使用すると真空度が低下するという問題が
あるため、通常、真空度の低下を防ぐために冷却機構が設けられている。
　図１０は従来の多段式ルーツブロワーの冷却機構の一例を示す概略図である。
　図１０に示す多段式ルーツブロワーの冷却機構は、直列に連通連結された２台の湿式ル
ーツブロワー（Ａ）（Ｂ）と、これら２台の湿式ルーツブロワーを通過した気体中の塵埃
を捕集する湿式集塵槽（Ｃ）とからなり、湿式集塵槽（Ｃ）内の水を冷却水として上流側
のルーツブロワー（Ａ）の吸引口側の配管（Ｄ）に導入するとともに、下流側のルーツブ
ロワー（Ｂ）の吐出側のケーシング内に外気を導入するように構成されている。
【０００４】
　しかしながら、図１０に示す多段式ルーツブロワーの冷却機構は、冷却水として使用し
ている湿式集塵槽（Ｃ）内の水を循環させていることから、ルーツブロワーを長時間連続
運転すると冷却水が高温（例えば約７０～８０℃）となる。これにより、冷却水導入によ
る冷却効果が低下して上流側ルーツブロワーの吸気側の温度が上昇し、真空度の低下が生
じてしまうという問題があった。
　また、ルーツブロワーのケーシング内部を冷却するための封水量を多くする必要がある
ため、ルーツブロワーを駆動するために必要な動力が増加し、これによりルーツブロワー
を駆動する原動機（エンジン又はモーター）の回転数が増加し、騒音が大きくなるという
問題もあった。
【０００５】
　一方、下記特許文献１には、多段式ルーツブロワーの冷却機構として、前段ポンプ部及
び後段ポンプ部の各吸入口に外部から冷却水を注入する前段注水口及び後段注水口を設け
、前段注水口に単位時間当たりの注水量を規制する前段オリフィスを設置し、後段注水口
に単位時間当たりの注水量を前段オリフィスによる注水量より多い量で規制する後段オリ
フィスを設置すると共に、後段注水口の冷却水通路の一部に各ポンプ部の真空ポンプ動作
の初期段階で前段ポンプ部から後段ポンプ部に吐出されて一時的に加圧状態となる加圧空
気の逆流で閉じて後段注水口からの注水を一時的に止める逆止弁を設置したものが開示さ
れている。
【０００６】
　しかし、特許文献１の開示技術は、オリフィスと逆止弁により冷却水の流れを調整する
ことにより、冷却水の消費量を少なくすることはできるが、上記した冷却水の温度上昇に
よる真空度の低下という問題を根本的に解決することができるものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】特許第３１７６５９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記した従来技術の問題点を解決すべくなされたものであって、多段式ルー
ツブロワーを備えた吸引処理装置において、冷却水の温度上昇による真空度の低下を抑制
することができるとともに、ルーツブロワーのケーシング内部を冷却するための封水の量
を削減することが可能である吸引処理装置の冷却方法及び吸引処理装置を提供するもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に係る発明は、直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直
列に連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記
湿式ルーツブロワーを通過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装
置の冷却方法であって、前記湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側の湿式ルーツブ
ロワーのケーシング内空間の吐出側もしくは最上流側のケーシング内空間の吐出側に導入
することを特徴とする吸引処理装置の冷却方法に関する。
【００１２】
　請求項２に係る発明は、前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出
側もしくは前記最上流側のケーシング内空間の吐出側において、２つのローターとケーシ
ング内面との間に夫々独立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング
内面との間に形成される第一の内部空間に前記冷却水を導入し、他方のローターとケーシ
ング内面との間に形成される第二の内部空間に外気を導入することを特徴とする請求項１
記載の吸引処理装置の冷却方法に関する。
【００１３】
　請求項３に係る発明は、直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直
列に連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記
湿式ルーツブロワーを通過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装
置の冷却方法であって、前記湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側の湿式ルーツブ
ロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは最上流側のケーシング内空間の吸引側に導入
し、前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは前記最上流
側のケーシング内空間の吸引側において、２つのローターとケーシング内面との間に夫々
独立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成され
る第一の内部空間に前記冷却水を導入し、他方のローターとケーシング内面との間に形成
される第二の内部空間に外気を導入することを特徴とする吸引処理装置の冷却方法に関す
る。
【００１４】
　請求項４に係る発明は、２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出側
もしくは２段目以降のケーシング内空間の吐出側に外気を導入することを特徴とする請求
項１又は２記載の吸引処理装置の冷却方法に関する。
【００１５】
　請求項５に係る発明は、２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側
もしくは２段目以降のケーシング内空間の吸引側に外気を導入することを特徴とする請求
項３記載の吸引処理装置の冷却方法に関する。
【００１６】
　請求項６に係る発明は、直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直
列に連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記
湿式ルーツブロワーを通過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装
置であって、前記湿式集塵槽内の水を最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間
もしくは最上流側のケーシング内空間に導入する冷却水導入経路を設けており、前記冷却
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水導入経路が、前記湿式集塵槽内の水を前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング
内空間の吐出側もしくは最上流側のケーシング内空間の吐出側に導入することを特徴とす
る吸引処理装置に関する。
【００１９】
　請求項７に係る発明は、前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出
側もしくは前記最上流側のケーシング内空間の吐出側において、２つのローターとケーシ
ング内面との間に夫々独立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング
内面との間に形成される第一の内部空間に前記冷却水導入経路を連通連結し、他方のロー
ターとケーシング内面との間に形成される第二の内部空間に外気を導入する外気導入口を
設けたことを特徴とする請求項６記載の吸引処理装置に関する。
【００２０】
　請求項８に係る発明は、直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーもしくは直
列に連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーと、前記
湿式ルーツブロワーを通過した気体中の塵埃を捕集する湿式集塵槽とを備えた吸引処理装
置であって、前記湿式集塵槽内の水を、最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空
間の吸引側もしくは最上流側のケーシング内空間の吸引側に導入する冷却水導入経路を設
けており、前記最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引側もしくは前記
最上流側のケーシング内空間の吸引側において、２つのローターとケーシング内面との間
に夫々独立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形
成される第一の内部空間に前記冷却水導入経路を連通連結し、他方のローターとケーシン
グ内面との間に形成される第二の内部空間に外気を導入する外気導入口を設けたことを特
徴とする吸引処理装置に関する。
【００２１】
　請求項９に係る発明は、２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吐出側
もしくは２段目以降のケーシング内空間の吐出側に外気を導入する外気導入口を設けたこ
とを特徴とする請求項６又は７記載の吸引処理装置に関する。
【００２２】
　請求項１０に係る発明は、２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング内空間の吸引
側もしくは２段目以降のケーシング内空間の吸引側に外気を導入する外気導入口を設けた
ことを特徴とする請求項８記載の吸引処理装置に関する。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１、６及び８に係る発明によれば、湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側
の湿式ルーツブロワーのケーシングもしくは最上流側のケーシング内空間に導入すること
により、封水冷却が必要な吐出側のみを効率良く冷却することができる。加えて、最上流
側の湿式ルーツブロワーのケーシングもしくは最上流側のケーシング内空間が冷却水の気
化潜熱により冷却されるとともに、最上流側の湿式ルーツブロワーもしくは最上流側のケ
ーシング内空間に吸引真空圧により外気温度よりも低温となった空気が導入されるため、
封入水の水温が上昇しても冷却効果が得られ、長時間に亘って高真空度を維持することが
できる。
　また、冷却効果が向上するため、ルーツブロワーのケーシング内部の封水量を削減する
ことが可能となる。これにより、ルーツブロワーを駆動するために必要な動力を低減する
ことができ、ルーツブロワーを駆動する原動機（エンジン又はモーター）の回転数を減少
させることが可能となり、騒音を低減することができる。
　更に、冷却効果が向上して封水量が減少するため、ケーシング内部に冷却用の外気を導
入する外気導入口を１つとすることができ、冷却構造を簡素化することが可能となる。
【００２４】
　請求項１及び６に係る発明によれば、湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側の湿
式ルーツブロワーのケーシングの吐出側もしくは最上流側のケーシング内空間の吐出側に
導入することにより、封水冷却が必要な吐出側のみを効率良く冷却することができる。
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【００２５】
　請求項３及び８に係る発明によれば、湿式集塵槽内の水を冷却水として、最上流側の湿
式ルーツブロワーのケーシングの吸引側もしくは最上流側のケーシング内空間の吸引側に
導入することにより、封水冷却が必要な吐出側のみを効率良く冷却することができる。ま
た、吸引側は吐出側に比べて低真空時でも封入水が流れることからブロワーの冷却性能が
向上し、更にブロワー内の洗浄効果も向上する。
【００２６】
　請求項２及び７に係る発明によれば、最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシングの吐
出側もしくは最上流側のケーシング内空間の吐出側において、２つのローターとケーシン
グ内面との間に夫々形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間
に形成される第一の内部空間に冷却水を導入し、他方のローターとケーシング内面との間
に形成される第二の内部空間に外気を導入することにより、冷却水と外気をケーシング内
に導入して冷却することができ、冷却効果を高めることが可能となる。また、ローターの
回転に伴って、外気を自動的にケーシング内に吸入すると同時にケーシング内の封水の排
出も行うことができる。
【００２７】
　請求項３及び８に係る発明によれば、最上流側の湿式ルーツブロワーのケーシングの吸
引側もしくは最上流側のケーシング内空間の吸引側において、２つのローターとケーシン
グ内面との間に夫々形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間
に形成される第一の内部空間に冷却水を導入し、他方のローターとケーシング内面との間
に形成される第二の内部空間に外気を導入することにより、冷却水と外気をケーシング内
に導入して冷却することができ、冷却効果を高めることが可能となる。また、ローターの
回転に伴って、外気を自動的にケーシング内に吸入すると同時にケーシング内の封水の排
出も行うことができる。また、外気導入口が常に吸引されるため、外気導入口の逆止弁が
不要となるとともに、外気導入口からの騒音が低減される。
【００２８】
　請求項４及び９に係る発明によれば、２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシングの
吐出側もしくは２段目以降のケーシング内空間の吐出側に外気を導入することにより、冷
却効果をより高めることができるため、風量が多い場合においても充分な冷却効果を得る
ことが可能となる。
【００２９】
　請求項５及び１０に係る発明によれば、２段目以降の湿式ルーツブロワーのケーシング
の吸引側もしくは２段目以降のケーシング内空間の吸引側に外気を導入することにより、
冷却効果をより高めることができるため、風量が多い場合においても充分な冷却効果を得
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明に係る吸引処理装置の第一実施形態を示す模式図である。
【図２】第一実施形態に係る吸引処理装置の上流側のルーツブロワー付近の拡大図である
。
【図３】本発明に係る吸引処理装置の別の実施形態（第二実施形態）を示す模式図である
。
【図４】本発明に係る吸引処理装置の第三実施形態を示す模式図である。
【図５】第三実施形態に係る吸引処理装置の上流側のルーツブロワー付近の拡大図である
。
【図６】第三実施形態に係る吸引処理装置の別の実施形態（第四実施形態）を示す模式図
である。
【図７】本発明に係る吸引処理装置（第一実施形態）と従来の吸引処理装置を比較したグ
ラフであって、上流側のルーツブロワーの吸気口に接続された配管内の温度変化を示して
いる。
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【図８】本発明に係る吸引処理装置（第一実施形態）と従来の吸引処理装置を比較したグ
ラフであって、湿式集塵槽の水槽内の水温の変化を示している。
【図９】本発明に係る吸引処理装置（第一実施形態）と従来の吸引処理装置を比較したグ
ラフであって、上流側のルーツブロワーの吸気口における真空度の変化を示している。
【図１０】従来の多段式ルーツブロワーの冷却機構の一例を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明に係る吸引処理装置の冷却方法及び吸引処理装置の好適な実施形態につい
て、図面を参照しながら説明する。
　図１は本発明に係る吸引処理装置の第一実施形態を示す模式図であり、図２は第一実施
形態に係る吸引処理装置の上流側のルーツブロワー付近の拡大図である。
　第一実施形態に係る吸引処理装置は、直列に連通連結された複数のルーツブロワー（１
ａ）（１ｂ）と、これら複数のルーツブロワー（１ａ）（１ｂ）を通過した気体中の塵埃
を捕集する湿式集塵槽（２）とを備えている。
【００３２】
　上流側のルーツブロワー（１ａ）は、吸気口（３ａ）と吐出口（４ａ）を備えたケーシ
ング（５）と、ケーシング（５）内部で回転する２つのローター（６）から構成され、ケ
ーシング（５）内部に冷却用の封水が収容されている湿式ルーツブロワーである。
　下流側のルーツブロワー（１ｂ）も、吸気口（３ｂ）と吐出口（４ｂ）を備えたケーシ
ング（５）と、ケーシング（５）内部で回転する２つのローター（６）から構成され、ケ
ーシング（５）内部に冷却用の封水が収容されている湿式ルーツブロワーである。
　ルーツブロワー（１ａ）（１ｂ）のローター（６）は、図示の如く３葉式のものである
。
【００３３】
　湿式集塵槽（２）は、水槽（８）の上部に二重筒状のサイクロン式の吸気部（９）を有
しており、吸気部（９）から導入された気体中に含まれる微細な塵埃を水槽（８）の内部
に収容した水に接触させて捕集する。
【００３４】
　上流側のルーツブロワー（１ａ）の吐出口（４ａ）には二股に分岐された配管（７）が
接続されている。配管（７）の一方の分岐路（７ａ）は下流側のルーツブロワー（１ｂ）
の吸気口（３ｂ）に接続されており、他方の分岐路（７ｂ）は逆止弁（１０）を介して湿
式集塵槽（２）の吸気部（９）に接続されている。
　下流側のルーツブロワー（１ｂ）の吐出口（４ｂ）に接続された配管（１１）は、他方
の分岐路（７ｂ）の中途部に接続されている。
　これにより、上流側のルーツブロワー（１ａ）の吐出口（４ａ）から吐出された気体は
、配管（７）により二方向に分岐される。そして、一方の分岐路（７ａ）に流入した気体
は下流側のルーツブロワー（１ｂ）を通過してから湿式集塵槽（２）の吸気部（９）へと
導入され、他方の分岐路（７ｂ）に流入した気体は逆止弁（１０）を介して湿式集塵槽（
２）の吸気部（９）へと導入される。
【００３５】
　湿式集塵槽（２）の水槽（８）の底部と上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング
（５）の吐出側は、水槽（８）内の水を冷却水としてケーシング（５）内に導入するため
の冷却水導入経路（１２）により連通連結されている。
　冷却水導入経路（１２）の中途部にはフローゲージ（１３）が設けられており、上流側
のルーツブロワー（１ａ）の真空圧により、水槽（８）内の水をフローゲージ（１３）を
介してルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）内の吐出側に導入することができる。
【００３６】
　ここで、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吐出側とは、ルーツブロワー（
１ａ）のケーシング（５）の吐出口（４ａ）に近い側を意味している。より具体的には、
図２に示すように、上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）を構成する壁の
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うち、吐出口（４ａ）に近い側の壁を貫通するように冷却水導入口が設けられ、この冷却
水導入口に冷却水導入経路（１２）が接続されている。
【００３７】
　冷却水導入経路（１２）が接続された空間は、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（
５）の吐出側において、２つのローター（６）とケーシング（５）内面との間に夫々独立
して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成される空
間（以下、第一の内部空間（１４）という）である。図示例では第一の内部空間（１４）
はケーシング（５）の上方に形成されている（図２参照）。
【００３８】
　上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吐出側には、外気をケーシング
（５）内に導入するための外気導入口（１６）が設けられている。
　外気導入口（１６）には逆止弁（１９）を介してサイレンサー（１７）が接続されてお
り、外気はサイレンサー（１７）を通って外気導入口（１６）から上流側のルーツブロワ
ー（１ａ）のケーシング（５）の吐出側に導入される。
【００３９】
　ここで、上述したように、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吐出側とは、
ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吐出口（４ａ）に近い側を意味している。
そして、図２に示すように、上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）を構成
する壁のうち、吐出口（４ａ）に近い側の壁を貫通するように外気導入口（１６）が設け
られている。
【００４０】
　外気導入口（１６）が形成された空間は、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）
の吐出側において、２つのローター（６）とケーシング（５）内面との間に夫々独立して
形成される内部空間のうち、他方のローターとケーシング内面との間に形成される空間（
以下、第二の内部空間（１５）という）である。図示例では第二の内部空間（１５）はケ
ーシング（５）の下方に形成されている（図２参照）。
【００４１】
　以下、図１に示す構成からなる本発明の第一実施形態に係る吸引処理装置を使用した冷
却方法について説明する。
　第一実施形態においては、湿式集塵槽（２）内の水を冷却水として、上流側のルーツブ
ロワー（１ａ）のケーシング（５）の吐出側、より詳しくは上流側のルーツブロワー（１
ａ）のケーシング（５）の第一の内部空間（１４）に導入する。
【００４２】
　これにより、封水の冷却が必要なケーシングの吐出側のみを効率良く冷却することがで
きる。加えて、ケーシングの吸引側が冷却水の気化潜熱により冷却されるとともに、吸気
口から吸引真空圧により外気温度よりも低温となった空気が導入されるため、ケーシング
内の封入水の水温が上昇しても冷却効果が得られる。
　そのため、ケーシング内に冷却水として導入される湿式集塵槽（２）の水槽（８）内の
水温が上昇しても、高い冷却効果が得られることとなり、長時間に亘って高真空度を維持
することができる。
　また、冷却効果が向上することによって、ルーツブロワーのケーシング内部の封水量を
削減することが可能となる。これにより、ルーツブロワーを駆動するために必要な動力を
低減することができ、ルーツブロワーを駆動する原動機（エンジン又はモーター）の回転
数を減少させることが可能となり、騒音を低減することができる。
【００４３】
　また、第一実施形態においては、外気を上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング
（５）の吐出側、より詳しくは上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の第
二の内部空間（１５）に導入する。
　これにより、ケーシング（５）内が、冷却水に加えて外気によっても冷却されることと
なり、冷却効果を高めることが可能となる。また、ローター（６）の回転に伴って、外気



(9) JP 5209668 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

が自動的にケーシング（５）内に吸入され、同時にケーシング（５）内の封水の排出も行
われることとなる。
　また、上述したように冷却効果が向上して封水量が減少することから、ケーシング内部
に外気を導入する外気導入口（１６）を１つとしても、外気導入による冷却効果を充分に
得ることができ、冷却構造を簡素化することが可能となる。
【００４４】
　更に、外気を上流側のルーツブロワー（１ａ）に導入することにより、従来の冷却機構
（図１０参照）のように下流側のルーツブロワー（１ｂ）に外気を導入する必要が無くな
る。また、下流側のルーツブロワー（１ｂ）には冷却水も導入されないため、下流側のル
ーツブロワー（１ｂ）の構造を簡素化することができる。
【００４５】
　図３は本発明に係る吸引処理装置の別の実施形態（第二実施形態）を示す模式図である
。
　第二実施形態の吸引処理装置は、下流側（２段目）の湿式ルーツブロワー（１ｂ）のケ
ーシングの吐出側に外気を導入する外気導入口（１８）を設けた点のみが、図１，２に示
したものと異なり、その他の構成は同じである。
【００４６】
　外気導入口（１８）には、逆止弁（図示略）を介してサイレンサー（１７）が接続され
ており、外気はサイレンサー（１７）を通って外気導入口（１８）から下流側のルーツブ
ロワー（１ｂ）のケーシング（５）の吐出側に導入される。
　外気導入口（１８）が形成された空間は、ルーツブロワー（１ｂ）のケーシング（５）
の吐出側において、２つのローター（６）とケーシング（５）内面との間に夫々独立して
形成される２つの内部空間の一方又は両方（図示例では両方）である。
【００４７】
　このように、下流側（２段目）の湿式ルーツブロワー（１ｂ）のケーシングの吐出側に
外気を導入する外気導入口（１８）を設けて外気を導入することにより、冷却効果をより
高めることができるため、風量が多い場合においても充分な冷却効果を得ることが可能と
なる。
【００４８】
　図４は本発明に係る吸引処理装置の第三実施形態を示す模式図であり、図５は第三実施
形態に係る吸引処理装置の上流側のルーツブロワー付近の拡大図である。
　以下、第三実施形態に係る吸引処理装置について、上述した第一実施形態と異なる点を
中心に説明し、同じ構成については同じ符号を付して説明を省略する。
【００４９】
　湿式集塵槽（２）の水槽（８）の底部と上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング
（５）の吸引側は、水槽（８）内の水を冷却水としてケーシング（５）内に導入するため
の冷却水導入経路（１２）により連通連結されている。
　冷却水導入経路（１２）の中途部にはフローゲージ（１３）が設けられており、上流側
のルーツブロワー（１ａ）の真空圧により、水槽（８）内の水をフローゲージ（１３）を
介してルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）内の吸引側に導入することができる。
【００５０】
　ここで、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吸引側とは、ルーツブロワー（
１ａ）のケーシング（５）の吸引口（３ａ）に近い側を意味している。より具体的には、
図５に示すように、上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）を構成する壁の
うち、吸引口（３ａ）に近い側の壁を貫通するように冷却水導入口が設けられ、この冷却
水導入口に冷却水導入経路（１２）が接続されている。
【００５１】
　冷却水導入経路（１２）が接続された空間は、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（
５）の吸引側において、２つのローター（６）とケーシング（５）内面との間に夫々独立
して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内面との間に形成される空
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間（以下、第一の内部空間（１４）という）である。図示例では第一の内部空間（１４）
はケーシング（５）の上方に形成されている（図５参照）。
【００５２】
　上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吸引側には、外気をケーシング
（５）内に導入するための外気導入口（１６）が設けられている。
　外気導入口（１６）にはサイレンサー（１７）が接続されており、外気はサイレンサー
（１７）を通って外気導入口（１６）から上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング
（５）の吸引側に導入される。尚、外気導入口（１６）を吸引側に設けているため、逆止
弁は不要となる。
【００５３】
　ここで、上述したように、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吸引側とは、
ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の吸引口（３ａ）に近い側を意味している。
そして、図５に示すように、上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）を構成
する壁のうち、吸引口（３ａ）に近い側の壁を貫通するように外気導入口（１６）が設け
られている。
【００５４】
　外気導入口（１６）が形成された空間は、ルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）
の吸引側において、２つのローター（６）とケーシング（５）内面との間に夫々独立して
形成される内部空間のうち、他方のローターとケーシング内面との間に形成される空間（
以下、第二の内部空間（１５）という）である。図示例では第二の内部空間（１５）はケ
ーシング（５）の下方に形成されている（図５参照）。
【００５５】
　以下、図４に示す構成からなる本発明の第三実施形態に係る吸引処理装置を使用した冷
却方法について説明する。
　第三実施形態においては、湿式集塵槽（２）内の水を冷却水として、上流側のルーツブ
ロワー（１ａ）のケーシング（５）の吸引側、より詳しくは上流側のルーツブロワー（１
ａ）のケーシング（５）の第一の内部空間（１４）に導入する。
【００５６】
　これにより、封水の冷却が必要なケーシングの吐出側のみを効率良く冷却することがで
きる。加えて、ケーシングの吸引側が冷却水の気化潜熱により冷却されるとともに、吸気
口から吸引真空圧により外気温度よりも低温となった空気が導入されるため、ケーシング
内の封入水の水温が上昇しても冷却効果が得られる。
　そのため、ケーシング内に冷却水として導入される湿式集塵槽（２）の水槽（８）内の
水温が上昇しても、高い冷却効果が得られることとなり、長時間に亘って高真空度を維持
することができる。
　また、冷却効果が向上することによって、ルーツブロワーのケーシング内部の封水量を
削減することが可能となる。これにより、ルーツブロワーを駆動するために必要な動力を
低減することができ、ルーツブロワーを駆動する原動機（エンジン又はモーター）の回転
数を減少させることが可能となり、騒音を低減することができる。
【００５７】
　また、第三実施形態においては、外気を上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング
（５）の吸引側、より詳しくは上流側のルーツブロワー（１ａ）のケーシング（５）の第
二の内部空間（１５）に導入する。
　これにより、ケーシング（５）内が、冷却水に加えて外気によっても冷却されることと
なり、冷却効果を高めることが可能となる。また、ローター（６）の回転に伴って、外気
が自動的にケーシング（５）内に吸入され、同時にケーシング（５）内の封水の排出も行
われることとなる。
　また、上述したように冷却効果が向上して封水量が減少することから、ケーシング内部
に外気を導入する外気導入口（１６）を１つとしても、外気導入による冷却効果を充分に
得ることができ、冷却構造を簡素化することが可能となる。
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【００５８】
　更に、外気を上流側のルーツブロワー（１ａ）に導入することにより、従来の冷却機構
（図１０参照）のように下流側のルーツブロワー（１ｂ）に外気を導入する必要が無くな
る。また、下流側のルーツブロワー（１ｂ）には冷却水も導入されないため、下流側のル
ーツブロワー（１ｂ）の構造を簡素化することができる。
【００５９】
　図６は本発明に係る吸引処理装置の別の実施形態（第四実施形態）を示す模式図である
。
　第四実施形態の吸引処理装置は、下流側（２段目）の湿式ルーツブロワー（１ｂ）のケ
ーシングの吸引側に外気を導入する外気導入口（１８）を設けた点のみが、図４，５に示
したものと異なり、その他の構成は同じである。
【００６０】
　外気導入口（１８）には、逆止弁（図示略）を介してサイレンサー（１７）が接続され
ており、外気はサイレンサー（１７）を通って外気導入口（１８）から下流側のルーツブ
ロワー（１ｂ）のケーシング（５）の吸引側に導入される。
　外気導入口（１８）が形成された空間は、ルーツブロワー（１ｂ）のケーシング（５）
の吸引側において、２つのローター（６）とケーシング（５）内面との間に夫々独立して
形成される２つの内部空間の一方又は両方（図示例では両方）である。
【００６１】
　このように、下流側（２段目）の湿式ルーツブロワー（１ｂ）のケーシングの吸引側に
外気を導入する外気導入口（１８）を設けて外気を導入することにより、冷却効果をより
高めることができるため、風量が多い場合においても充分な冷却効果を得ることが可能と
なる。
【００６２】
　図１～図６においては直列に連通連結されるルーツブロワーの数が２台である場合が示
されているが、本発明においては直列に連通連結されるルーツブロワーの数が３台以上で
あってもよい。
　ルーツブロワーの数が３台以上である場合、最上流側（１段目）のルーツブロワーのケ
ーシングの吐出側もしくは吸引側に上記した冷却水導入経路と外気導入口を設ければよい
。冷却水導入経路と外気導入口を設ける位置は図１，２又は図４，５に示したものと同様
である。
　また、第二又は第四実施形態を採用する場合には、最上流側以外（２段目以降）の湿式
ルーツブロワーのケーシングの吐出側もしくは吸引側に上記した外気導入口を設ければよ
い。外気導入口を設ける位置は図３又は図６に示したものと同様である。
【００６３】
　また、本発明において、吸引処理装置に備えられる湿式ルーツブロワーは、図１，４に
示すような直列に連通連結された複数台の湿式ルーツブロワーであってもよいし、直列に
連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーであってもよ
い。
　直列に連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーを使
用する場合、最上流側のケーシング内空間の吐出側もしくは吸引側に上記した冷却水導入
経路と外気導入口を設ければよい。
　この場合、冷却水導入経路は上記した第一の内部空間に冷却水を導入するように設け、
外気導入口は上記した第二の内部空間に外気を導入するように設ければよい。つまり、最
上流側のケーシング内空間の吐出側もしくは吸引側において、２つのローターとケーシン
グ内面との間に夫々独立して形成される内部空間のうち、一方のローターとケーシング内
面との間に形成される空間に冷却水導入経路を設け、他方のローターとケーシング内面と
の間に形成される空間に外気導入口を設ければよい。
【００６４】
　また、第二実施形態において、吸引処理装置に備えられる湿式ルーツブロワーとして、
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直列に連通連結された複数のケーシング内空間を有する１台の湿式ルーツブロワーを使用
する場合、最上流側以外（２段目以降）のケーシング内空間の吐出側もしくは吸引側に上
記した外気導入口を設ければよい。
【００６５】
　本発明に係る吸引処理装置は、例えば汚泥等を吸引回収するための吸引処理車の車台上
に搭載されて使用される。
　この場合、上流側のルーツブロワーのケーシングの吸気口もしくは上流側のケーシング
内空間の吸気口が、同じ車台上に搭載された被回収物の回収タンクに接続される。これに
より、ルーツブロワーの駆動により発生した吸引力により回収タンク内を負圧とし、回収
タンク内に被回収物を吸引回収することができる。
【実施例】
【００６６】
　以下、本発明に係る吸引処理装置の冷却方法及び吸引処理装置の実施例及び比較例を示
すことにより、本発明の効果をより明確なものとする。但し、本発明は以下の実施例には
何ら限定されない。
【００６７】
　図１に示した本発明に係る吸引処理装置（実施例）と、図１０に示した従来の吸引処理
装置（比較例）について、夫々ルーツブロワーを駆動し、時間の経過に伴う各部の温度変
化と、上流側のルーツブロワーの吸気口における真空度を計測した。計測結果を図７～図
９に示す。図７～図９において、太線が実施例、細線が比較例である。
【００６８】
　図７は上流側のルーツブロワーの吸気口に接続された配管内の温度変化を示すグラフ、
図８は湿式集塵槽の水槽内の水温の変化を示すグラフ、図９は上流側のルーツブロワーの
吸気口における真空度の変化を示すグラフである。
　上流側のルーツブロワーの吸気口に接続された配管内の温度は、図７に示すように、比
較例では開始時から時間の経過に伴って温度が上昇し約１２分後には約３５℃に達したの
に対して、実施例では開始時よりも温度が低下して３０分後（図示略）でも約８℃であっ
た。
　湿式集塵槽の水槽内の水温は、図８に示すように、比較例では開始直後から急激に上昇
し、約５２分後には水位が低下して測定不可となったのに対して、実施例では温度上昇は
比較的緩やかであり、比較例と同程度まで水位が低下したのは、比較例より約２０分後で
あった。
　上流側のルーツブロワーの吸気口における真空度は、図９に示すように、比較例では開
始時から時間の経過に伴って真空度が低下し約１８分後には約－８６ｋＰａとなったのに
対して、実施例では開始時から７０分後においても真空度の低下は殆ど生じず約－９６ｋ
Ｐａと高真空度を維持していた。
【００６９】
　また、ルーツブロワーのケーシング内に供給される封水量と、ルーツブロワーを駆動さ
せるためのエンジンの回転数も測定した。
　その結果、封水量は、比較例が１０Ｌ／ｍｉｎであったのに対して、実施例は５Ｌ／ｍ
ｉｎであった。エンジンの回転数は、比較例が１４５０ｒｐｍであったのに対して、実施
例は１３００ｒｐｍであった。
【００７０】
　上記結果から、本発明に係る吸引処理装置（実施例）は、従来の吸引処理装置（比較例
）に比べて冷却効果が格段に優れており、しかも湿式集塵槽の水槽内の水温が上昇しても
優れた冷却効果が得られ、長時間に亘って真空度を殆ど低下させることなく高真空度を維
持することができることが確認された。
　また、ルーツブロワーのケーシング内部の封水量を約半分に削減することができ、ルー
ツブロワーを駆動するエンジンの回転数を約１０％減少させることができることも確認さ
れた。
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【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明は、汚泥等を吸引回収するために使用される吸引処理車等における吸引処理装置
として好適に利用される。
【符号の説明】
【００７２】
１ａ　　上流側（最上流側）のルーツブロワー
１ｂ　　下流側（２段目以降）のルーツブロワー
２　　　湿式集塵槽
３　　　吸気口
４　　　吐出口
５　　　ケーシング
６　　　ローター
１２　　冷却水導入経路
１４　　第一の内部空間
１５　　第二の内部空間
１６　　外気導入口
１８　　外気導入口

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】
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【図１０】
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